中国武術研究会参加者の自宅待機時における運動に対する意識と実際 by 范 永輝
―　　―49
四国大学紀要，🄐 56：49 − 60，2021






























On the Feedback to “Tai Chi Self-Practices at home” from the Participantʼs Questionnaire
Yong Hui FAN
ABSTRACT
　　The purpose of this research is studying consciousness of daily self-training during the 
period of the state of emergency in relation to SARS-CoV2 from March to June in 2020 
to investigate consciousness and grasp activity situations of daily self-training. The methods 
of questionnaires against the students of the Chinese martial arts （Tai-chi Chen） classes in 
Tokushima had used. It was revealed that nearly half of the students performed self-training 
of Tai-Chi. Some of the students could not found the way to learn self-training Tai-chi. 
As human beings is need physical activity to stay healthy even on the evacuation life such 
as earthquake, heavy rain, and infectious disease epidemic, it was suggested that learning 
materials to do Tai-Chi at home were expected from results.
KEYWORDS :  Tai-chi Chen, daily-training, keep healthy, stay-at-home
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　2021年 2 月から 6月の期間，中国武術研究会太極



















































































37.9％，80代5.3％，90代 0 ％であった。図 2に結果
をグラフにして示した。
図 2．参加者の年代
20 30 40 50 60 70 80
2 ）太極拳経験年数
　太極拳の経験年数の内訳は 1年未満2.1％， 2～ 3
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月に 1 回1.1％， 1ヶ月に 1 回1.1％， 1ヶ月に 2 回
5.3％， 1ヶ月に 3 回9.5％， 1 週間に 1 回16.8％，
1週間に 2回32.6％， 1週間に 3回9.5％， 1週間に
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に対する回答は 3ヶ月に 1回 0名， 2ヶ月に 1回 1
名， 1ヶ月に 1回 5名， 1ヶ月に 2回 3名， 1ヶ月
に 3回10名， 1週間に 1回19名， 1週間に 2回10
名， 1週間に 3回 3名， 1週間に 4回 0名， 1週間










式太極拳 7名，孫式太極拳 4名，呉式太極拳 3名，
武式太極拳 0名，太極器械（剣 7名，刀 1名，棍 0





数を質問したところ， 3ヶ月に 1回 0名， 2ヶ月に
1回 0名， 1ヶ月に 1回 4名， 1ヶ月に 2回 0名，
1ヶ月に 3回 5名， 1週間に 1回11名， 1週間に 2
回13名， 1週間に 3回 9名， 1週間に 4回12名， 1



































































































































































































































1年未満　　　　 2～ 3年　　 3～ 5年　　 6～10年　　　10～15年
15～20年　　　　20～25年　　25～30年　　30～40年　　　40～50年
50年以上
③　2020 年 3 月～ 6月の自粛期間以前には，どのくらいの頻度で太極拳教室に通っていましたか？
1． 3ヶ月に 1回　　　 2． 2ヶ月に 1回　　　 3． 1ヶ月に 1回
4． 1ヶ月に 2回　　　 5． 1ヶ月に 3回　　　 6． 1週間に 1回
7． 1週間に 2回　　　 8． 1週間に 3回　　　 9． 1週間に 4回
10． 1 週間に 5回　　　11． 1 週間に 6回　以上












⑤ - 1 　 3 月～ 6月の間の太極拳以外の運動の頻度はどれくらいでしたか？
おおよその回数を〇で囲んで下さい。
1． 3ヶ月に 1回　　　 2． 2ヶ月に 1回　　　 3． 1ヶ月に 1回
4． 1ヶ月に 2回　　　 5． 1ヶ月に 3回　　　 6． 1週間に 1回
7． 1週間に 2回　　　 8． 1週間に 3回　　　 9． 1週間に 4回
10． 1 週間に 5回　　　11． 1 週間に 6回　以上










⑤ - 3 　 3 月～ 6月の間に，太極拳の練習をどのくらいの頻度で行いましたか？
おおよその回数をお答えください。
1． 3ヶ月に 1回　　　 2． 2ヶ月に 1回　　　 3． 1ヶ月に 1回
4． 1ヶ月に 2回　　　 5． 1ヶ月に 3回　　　 6． 1週間に 1回
7． 1週間に 2回　　　 8． 1週間に 3回　　　 9． 1週間に 4回
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抄　　　録
　健康，特に中高年齢者の生活機能・体力の低下予防のために，運動・スポーツを生活に取り組むことが重
要である。さらにその効果を高めるためには，それを継続して行う必要がある。中国武術研究会では健康保
持を第一目的に，定期的に教室を開催して太極拳などの運動を行っている。しかしながら，新型コロナウイ
ルス（SARS-CoV2）感染抑制対策のため2020年の 3月から 6月の期間，教室開催を休止した。この間，参
加者は外出を控え，各自で運動することになった。その実践のアンケート調査から個人での運動継続は難し
いこと，教材があればそれを参考にして運動を継続したい，という要望があった。また，教室再開で，仲間
や指導者に会えたことが良かったと思っていることも分かった。今後も自然災害，感染症の流行等で，外出
を抑制せざるを得ないことがあり得る。そこで，外出抑制時において，それぞれのニーズに合った，自宅で，
継続的に運動を続けることができるための教材の必要性が示唆された。
キーワード：太極拳，継続的な運動，健康維持，外出抑制時
